
住民税額シミュレーションシステムの入力方法

（市民税・県民税申告書を作成される方）

◆手順１ 入力画面に進む

①メニュー画面から試算したい年度を選択してください。

②次に申告される方の生年月日を入力してください。

③最後に申告する収入の種類に応じて緑色のボタンを選択してください。

①

②

③

※住宅ローン控除を初めて利用される方は「上記以外の方」を選択してください。
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◆手順２ 所得や控除を入力する

源泉徴収票の内容を入力します。入力後、画面下方の「税額試算」ボタンを押下してくださ

い。試算をせず、そのまま申告書を作成したい方については「申告書作成」ボタンを押下し

てください。※４ページ参照
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＜源泉徴収票が複数枚ある方・源泉徴収票に記載のない控除等を追加したい方＞

源泉徴収票が２枚以上ある方や源泉徴収票に記載のない控除（社会保険料、生命保険料、扶

養等）を追加したい場合は、画面下方にある「源泉徴収票２枚目以降・所得控除・寄附金税

額控除を入力する場合はこちら」ボタンを押下してください。

給与や年金以外に複数種類の収入（営業、農業、不動産、雑、配当、株など）がある方は、

「上記以外の方」ボタンを押下し、必要な情報を入力してください。

収入や控除のない方については、４ページの手順３に進んでください。
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◆手順3 申告書を作成する

手順２において必要な情報を入力後、画面下方の「税額試算」ボタンを押下すると、「税額試

算結果」画面が表示されます。税額の試算結果やふるさと納税の上限額等を確認できます。

また、「申告書作成」ボタンを押下すると、市民税・県民税申告書（PDF形式）のダウン

ロードが開始されますので、お使いのパソコンに保存するなど、適宜ご対応ください。

※申告書の作成は「税額試算結果」画面内の、「申告書作成」ボタンを押下することでできま

すが、手順２で説明した源泉徴収票の入力画面から「申告書作成」ボタンを押下することで、

税額の試算を経ずに直接申告書を作成することができます。

税額試算ボタンを押下すると、以下の画面が表示されます（下図参照）。

申告書を作成する場合は、下図の「申告書作成」ボタンを押下してください。
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◆手順４ 必要箇所を補記し、提出する

市民税・県民税の申告書のPDFファイルをダウンロードしたら、PDFファイルの青色の欄の

必要箇所を補記します。

特に申告する方の住所・氏名や、控除対象配偶者及び扶養親族の氏名等、障害者控除の該当

者の方の氏名及び障害の等級は必ず補記が必要です。また、事業所得（営業・農業）・不動

産所得のある方は裏面収支内訳書の補記または収支内訳書の添付が必要です。補記が終わり

ましたら、添付書類とあわせて申告書を市民税課まで郵送等でご提出ください。

事業所得・不動産所得のあ

る方は裏面収支内訳書欄に

記入してください。

給与・公的年金等に係る所

得以外の納税方法を選択す

る場合は申告書表面下部４

にチェックしてください。
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＜参考＞ その他裏面（２枚目）で入力できる箇所の内容は次のとおりです。

前年中に収入のなかった方は、この欄に生

活状況を入力してください。

１．２．はＰＤＦファイル上で入力できま

す。

３．は該当する項目の□を押すことで✔印

が付きます。

寄附先の名称を記入してください。
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